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Traditional water meters 
https://www.allianceforwaterefficiency.org/resources/metering

conventional water meters

（０） スマート水道メーター、水道スマートメーター？

（スマート水道メーター（水道スマートメーター）の英語表現及び対語表現）

＊「smart water meter」が大半。「water smart meter」はほとんど見かけない。
＊「smart water meter」の対語：「traditional water meter」、「conventional

water meter」など

request for proposals automated meter reading / advanced ...

（参考）
スマートな電力メーター（electric meter）やスマートなガスメーター（gas meter）の英語表現
⇒「smart electric meter」、「smart gas meter」が一般的。

https://www.allianceforwaterefficiency.org/resources/metering
http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwipmdWW5b7oAhVsIqYKHUKzCqEQFjAAegQIBBAB&url=http://www.sintontexas.org/DocumentCenter/View/364/REQUEST-FOR-PROPOSALS-AUTOMATED-METER-READING--ADVANCED-METERING-INFRASTRUCTURE-SYSTEM-RFP-01-2019&usg=AOvVaw3w5lFsDsUoC9ZlBsdzf1rK
http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwipmdWW5b7oAhVsIqYKHUKzCqEQFjAAegQIBBAB&url=http://www.sintontexas.org/DocumentCenter/View/364/REQUEST-FOR-PROPOSALS-AUTOMATED-METER-READING--ADVANCED-METERING-INFRASTRUCTURE-SYSTEM-RFP-01-2019&usg=AOvVaw3w5lFsDsUoC9ZlBsdzf1rK
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第3期 A-Smart プロジェクト 
－水道のスマート化の実現に向けて－ 成果報告書 （概要版） 

2023年（令和5年）3月 
公益財団法人 水道技術研究センター

〇スマート水道メーターの定義

本書におけるスマート水道メーターの定義は、（1）対象範囲及び（2）用語の定義のとおりとする。
 なお、（1）対象範囲及び（2）用語の定義は、本書をまとめるに際し、読者及び執筆者の解釈や理解が異なることの
ないよう定めるものであり、各主体において独自の定義を定めることを妨げるものではない。また、今後の技術進
展等によっては、変更もありうるものである。

（1）対象範囲

・「Smart Water Meter」スマート水道メーター（SWM）
・「Automated Meter Reading System」SWM を用いたデータ取得まで含む（AMR）
 ・「Advanced Metering Infrastructure」SWM のデータ活用まで含む（AMI）
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https://www.jwrc-net.or.jp/docs/publication-outreach/mokuji/2023-01.pdf

〇JWRCにおける用語の定義

https://www.jwrc-net.or.jp/docs/publication-outreach/mokuji/2023-01.pdf
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１． 水道のスマート化の取り組みの経緯
プロジェクト名 実施期間 内容

水道分野における
スマートメーター勉強会

H25
～H27

スマート水道メーターの特性や課題等の把握

水道スマートメーター
に関する協議会

H27
～H29.7

実証研究に取り組む事業体を中心とした
事業体間の情報共有、意見交換

第１期
A-Smartプロジェクト

H29.8
～H30.3

スマート水道メーターの検討に向けた手引きの作成
●技術概要（機能、通信方式、利活用方法等）
などを掲載

第２期
A-Smartプロジェクト

H30.4
～R2.3

「A-Smartプロジェクト－スマート水道メーターの普及に向けて
－ 」成果報告書の作成
●スマート水道メーターを用いた自動検針システムの
仕様（骨子）などを掲載

第３期
A-Smartプロジェクト

R2.8
～R5.3

「第3期A-Smartプロジェクト－水道のスマート化の実現に向け
て－ 」成果報告書の作成
●メーターボックス蓋材質の違いによる通信への影響に
関する実証実験 などを掲載

R5.8～ New-Smartプロジェクト
6
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２．1 第１期A-smartプロジェクト（201７）
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2.2 第２期A-smartプロジェクト（2018～2019）
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2.3 第３期A-smartプロジェクト（2020～2022）
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＜今後の検針業務について＞
・ 検針員の確保が困難    ・ 都市部と山間部での業務効率の差
・ 島嶼部、寒冷地（凍結、積雪）など検針困難地域 ・ 多くは民地に設置（犬、車・・・・）

＜スマート水道メーター導入に際しての課題＞

➢ 導入費用が高価

➢ メーターと通信機の調達先が各々のため、調達手続きや調達後の管理が煩雑である

（仕様発注⇔性能発注、分離発注⇔一体発注など）

➢ データの利活用により付加価値が上げられないか

➢ 電気やガスとの協働により効率化がはかれないか

➢ 電池寿命と通信頻度粒度とのトレードオフ

➢ 日進月歩の通信技術と蓄電技術

➢ ＰＳなどメーターの設置環境にとらわれない安定した通信

〇スマート水道メーターの導入への課題
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スマート水道メーターに期待される効果と留意点
利活用方法 期待される効果 導入上の留意点

1 検針の自動化
・検針業務の効率化 ・検針員不足の緩和
・誤請求の防止
・料金徴収に関する苦情対応の円滑化、迅速化
・検針時における交通事故や敷地内でのトラブルの防止 など

・メーターの導入費用
・メーターの検定満期 など

2 管網維持管理の高度化 ・詳細な配水量分析
・管路口径の適正化 など

・漏水検知の費用対効果の検証
・使用量以外のデータ測定 など

3 宅内漏水の検知 ・宅内漏水の早期発見
・メーター側での漏水判定 など

・漏水判定基準の設定
・アクセス頻度と電池の消耗など

4 データの見える化 ・毎日使用量や料金の把握
・利用者意識の変化 など

・ポータルサイトの構築と運用
・付加価値の向上 など

5 時間帯別水道料金の提供 ・生活様式に応じた料金形態
・夜間電力による動力費削減

・導入メリット等の想定
・料金システムの対応 など

6 電気・ガス分野との連携 ・利用者等への付加価値向上
・世帯人数や年齢構成の推測

・他事業とのデータ連携
・契約者の特定 など

7 高齢者等の見守り ・高齢者等の安否確認
・高齢者等の健康管理

・見守りの実施主体
・見守りのルール作り など

8 災害対策への活用 ・漏水・断水状況の推測
・災害時及び防災計画への活用

・検針データの有効性
・サービスの提供主体 など

9 空き家情報の把握 ・空き家の無断使用検知
・地域の防犯対策

・他分野とのデータ連携
・空き家バンクとの関係 など
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・パルス
・8ビット（Aライン）
・５ビット（Nライン）
・U-BUS（Uバス）

・NB-IoT
・LTE-Cat-M1
・Sigfox
・LoRa WAN
・Wi-SUM（920MHz帯）

〇一般的な通信の仕様について



参考：総務省IoT講習会テキスト

LoRaSigfox

NB-IoT LTE-M

現在東京都ほか水道事業が
調達する主な通信方式

電力スマメとの通信は
Wi-SUN FAN が標準規格

次世代
2030?以降 6G 7G
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〇その他の取組（メーターボックスの検討）
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〇その他の取組（自動開閉栓について）
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３． New-Smartプロジェクト（2023～2025）

New-Smart プロジェクト活動方針

Next Era for Water -

Sustainable, Manageable and Reliable Technology

次世代の水道へ～持続可能な扱いやすく信頼できる技術～



New-Smart プロジェクト運営体制

22社

※2025年３月時点
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New-Smart プロジェクト運営体制
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チームH

装 置 班 通 信 班

（１）一体型スマート水道メーターの特徴・課題を整理
 
（２）事業体によって異なるボックス寸法への対応や、
その他の付加設備（自動開閉栓など）が追加された場
合の限られたスペースでの収納可否について検討

（３）自動開閉栓の実現可能性をコスト面も含め検討

（１）通信不良事例集の作成

（２）通信不良原因特定フローの作成

水道班（水道におけるデータ利活用） 社会班（社会全体におけるデータ利活用）

（１）検針システムと料金システムとの最適化の検

討や要件整理、フォーマットの作成等

（２）異常水量把握による水運用の向上

（３）水使用実態の把握による水運用の向上

（１）自動検針にかかる仕様書(骨子案)の作成

（２）水道を含む生活インフラのデータの利活用の

資料集の作成

〇検討体制

チームS
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＜検証内容＞
・自動開閉栓に対する水没の影響を検証
・低温による自動開閉栓の動作への影響を検証
・積雪深さによる自動開閉栓の通信への影響を検証

＜目的＞
冬季の積雪により水道メーターが埋没してしまうような地域において、遠隔で開閉指示のできる自動
開閉栓を設置することにより、漏水対応などの用途での使用可能性を検証する

取組例１：寒冷地における実証実験◇自動開閉栓の可能性の検証

出典：京都市上下水道局HP「ご家庭の上下水道（給水装置）について」
https://www.city.kyoto.lg.jp/suido/page/0000327572.html

遠隔開閉操作機能を付与
通信機

自動開閉栓設置イメージ図

※自動開閉栓の活用方法の一例
将来的にスマート水道メーターが普及しても、水
道の使用開始・中止等や漏水対応時にはバルブ操
作のために現地に行く必要がある。

⇒ 遠隔で操作できるバルブがあれば利便性が高
まる。また、スマート水道メーターと連携すれば相
乗効果も期待できる。



取組例２：スマート水道メーター導入時における発注仕様書（骨子案）の作成

発注形態と必要な仕様書

電子式メーター・通信機 分離型 電子式メーター・通信機 一体型

一括発注
分割発注 一括発注 分割発注

電子式
メーター

通信機
電子式
メーター

通信機

1
物品
購入仕様書

● ● ● ● ー ー

2
水道メーター
個別仕様書

● ● ー ● ー ー

3
水道メーター用通信端末
個別仕様書

● ー ● ● ー ー

4 特記仕様書 ● ● ● ● ー ー

【凡例】 ●：必要 ー：不要

チームSの取組の１つとして「発注仕様書の作成」を進めている。

発注仕様書は、水道事業者毎に異なる発注形態に沿うように、項目毎に分けて作成を進めている。
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（参考）国内水道事業体による実証実験マップ（2019年7月）



23

（参考）国内水道事業体による実証実験・実運用マップ（2025年１月）
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米国10大都市の水道事業におけるAMR・AMIの導入状況

（調査結果の概要）総人口が1位～10位の10都市を対象

人口順位 都市名 調査結果の概要

1 ニューヨーク市 2009 年にAMRの導入を開始した。2017年現在、スマートメーター（AMR）は約 82.4 万台設置されて
おり、市全体の約 98％を占める。

2 ロサンゼルス市 ロサンゼルス市水道電気局による水道及び電力の検針はハンドヘルドコンピューターを用いた人手検針であ
る。

3 シカゴ市 MeterSaveプログラムを通じて、AMRの導入を促している。

4 ヒューストン市 1998年、米国の主要都市の中で先駆けてAMRの導入を決定して以来、20年以上が経過し、システムの更
新が必要となっている。

5 フェニックス市 2004年に開始したAMRプロジェクトは2017年に完了し、市の43万台の全ての水道メーターをスマート
メーターに交換した。

6 フィラデルフィア市 2021年1月に開始予定の高度計量インフラ（AMI）プロジェクトにより、市全体で約48.6万台がスマート水
道メーターに更新される。

7 サンアントニオ市 2020年1月現在、538,152台の水道メーターを高度計量インフラ（AMI）に更新するため、入札手続きを
進めている。

8 サンディエゴ市 2012年に高度計量インフラ（AMI）の実装（全体として約27万台の水道メーターを対象）を開始したが、重
大な管理上の欠陥、人員配置の問題などにより、遅延が生じている。

9 ダラス市 市の水道メーターの半分以上が20年以上前のものであり、それらをAMRに交換中である。

10 サンノゼ市 サンノゼウォーター（SJW）は、高度計量インフラ（AMI）を2022年から2024年まで給水区域全体に導入す
ることを申請しており、2021年初め頃に評価結果が出る予定である。

（出典）水道ホットニュース第７２４号（令和2年10月16日）
https://www.jwrc-net.or.jp/publication-outreach/hotnews/docs/724.pdf

４． 海外におけるスマート水道メーターの取り組み

https://www.jwrc-net.or.jp/publication-outreach/hotnews/docs/724.pdf
https://www.jwrc-net.or.jp/publication-outreach/hotnews/docs/724.pdf
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（英国）イングランドの水資源管理計画改訂案におけるスマートメーター検針について

英国環境庁（Environment Agency）は、2024年3月21日付けで「イングランドの地域・水資源管理計画改訂案の概要」と題
する報告書を公表した。 併せて、その附属書として「附属書A：改訂水資源管理計画案におけるスマートメーター検針」なども添付
されている。

図A1：水資源管理計画改訂案における計画期間中の家庭用メーター検針及びスマートメーター検針の割合

（2024～2025時点）

家庭用メーターの検針の割合：約40％

家庭用スマートメーター検針の割合：約15％

家庭用メーター検針の割合

家庭用スマートメーター検針の割合



５． スマート水道メーターの普及に向けて

・New －smartプロジェクトについて、令和７年度に成果報告

・スマート水道メーターの普及拡大に向け、以下の取組を推進

・調達手続きの整理

・データの利活用による付加価値向上

・電気やガスとの協働による効率化

・電池寿命と通信頻度粒度とのトレードオフ

・日進月歩の通信技術と蓄電技術の整理

・ＰＳなどメーターの設置環境にとらわれない安定した通信の確保
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